
第二回益城中央線連絡協議会  協議録 

 
日 時 平成 29年６月１５日（木）１５：００～ 16：20 
場 所 益城町役場 応接室 
参加者： 
連絡協議会委員：竹上会長 吉村議員 荒牧議員 野田議員 宮崎議員 川端委員 

野口委員 豊島委員 菅委員   森永委員 
熊本県：土木部都市計画課、県央広域本部 復興まちづくり課、用地第二課 
事務局：益城町役場復興整備課  
【議事内容】 

（１）開会 
（２）会長挨拶 
（３）副会長選任 
（４）県央広域本部からの説明 
（５）意見交換 
（６）事務局よりお知らせ 
（７）閉会 

 
【開会】 

定刻となりましたので、只今より、第二回益城中央線連絡協議会を始めます。 
 

【会長挨拶】 
大変お忙しい中ご出席いただきありがとうございます。ただいま議会開催中でこのような

時間になり申し訳ありません。この協議会は４車線化の協議を県と進めながら町の復興を

進めていく話し合いになります。町の発展に向かって委員さんもご尽力いただくようよろしくお
願いいたします。 

 

【副会長選任】 
前回会議にて副会長は商工会の方からというお話があり、商工会からは住永商工会長

を推薦されておりますが皆様いかがでしょうか。賛成の方は、拍手をお願いいたします。 
～賛同の拍手多数～ 

  それでは本会の副会長は住永商工会長にお願いしたいと思います。 
 

【県央広域本部からの説明】 
   資料に沿って説明。 
 
【質疑】 

 
 代替地の提供は、熊本県が提供するということでいいのか。 

 
 熊本県でも、取り纏めを始めている。ただし、熊本県だけでは限界もある。ご自身でもお

探しいただければと考えている。 
 



 木山の土地区画整理予定地の部分について、幅杭の設置やヒアリング等を除いている
ようだが理由は何か。区画整理事業はまだ予定。そのような状況で県がストップしてしま
っていいのか。それとも県は故意にやらないのか。 
 

 除いているということではなく、保留させていただいている状況。木山地区に関しては４
月に区画整理事業の説明会を益城町が行われている。その時点ではアンケート調査
も取らせていただいた。しかし益城町が区画整理の検討議論をされている中で、道路
事業と区画整理事業の２つの事業が並行して進んでいくと住民の方も混乱するのでは
ないかという思いもあり、現在は保留させていただいている。今後、町と一緒に個別に回
らせていただきたいと考えていた。 
 

 ４車線化は事業認可を受けているはず。何も決まっていない区画整理事業で除くのは

どうか。住民レベルになると早く幅杭を打ってほしい方もいるのではないか。故意に県が
遅らせているのではないかと考えてしまう人もいるのではないか。 
個別ヒアリングはぜひ行っていただきたい。県としてやっていくべき。検討中の事業がある
ことで、やらないというのは納得できない。 
 

 今言われたことは、確かに心配しているところでもある。住民の方の混乱が生じるか、住
民の方の不安が大きくなるかの２通りの考えがあったため、現在の対応をさせてもらって
いる。しかし今のようなご意見もある。一度持ち帰り、やり方等を検討させていただきた
い。 

 
 代替地として、土地を売りたいとの相談がきているがどうすればいいか。 
 

 県央広域本部用地第二課に連絡いただければすぐにお話を伺いに行きます。よろしく
お願いいたします。 

 
 ２つの事業が同時に進んでいるが、水路などの公共施設などはどのようにお考えか。 
 
 どちらの事業であれ、今後困ったことが起こらないように設計を行い改善していきます。ご

心配やご不安をなくすよう努力していきます。 
 
 
 それでは本日の協議は、ここまでとさせていただきます。それでは事務局よりお知らせをお

願いいたします。 
 

 本日の協議録の公開についてです。議事録については、原則公開となっています。議
事につきましてはホームページ等に発表を行っていきたいと考えております。 

 
【閉会】 
それではこれをもちまして、第二回連絡協議会を閉会します。本日はありがとうございまし

た。 


